
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

【発行】 第 26号（平成 30 年 7月） 

なは市民活動支援センター 

〒900-0004那覇市銘苅 2-3-1 

なは市民協働プラザ 2階 

なは市民活動支援事業 助成団体が決定しました！ 

7月 7日（土）に当センターで公開審査を行いました。応募数は 20団体。各団体に５分間のプ

レゼンテーションをしていただき、８名の審査員によって下記の団体が選ばれました。 

予算の￥2,000,000に達したため、今年度の募集を終了いたします。 

 

 

未来につなげるマチグヮーの文化的価値を考える会（琉球大学） 

「未来につなげるマチグヮーの文化的価値：ヒアリング調査を中心として」 

沖縄尚学高等学校地域研究部 

「にぃにぃ･ねぇねぇと一緒にマチグヮー巡り!!」 

OPD13（沖縄写真デザイン工芸学校） 

「国際通り周辺の休憩マップ作成事業」 

 

・なは市民協議会 交付決定額：\200,000 

「まちづくりハッピーレディオ」でまちを元気に! 

 

・ガールスカウト沖縄県連盟 交付決定額：\61,000 

「みんなでつくる差別と暴力のない世界」VOICES AGAINST VIOLENCE指導者研修 

 

・人も犬も猫も幸せ!な街つくり隊 OKINAWA 交付決定額：\292,000 

 「犬猫の飼い主または地域住民のマナー向上に向けての啓発活動」 

 

・おしゃべり MUSICオフィス 交付決定額：\500,000 

「玉城朝薫」がやってきた音楽鑑賞会 

 

・福祉とまちづくりを考える会 交付決定額：\297,000 

「小児用車いすリサイクル貸与事業」 

 

・キラキラ新都心会 交付決定額：\250,000 

「おもろ夜市～咲き誇れ 情熱の街 竹灯りとともに」の開催 

 

・チームまちなか 交付決定額：\100,000 

「緑ヶ丘公園ゆいまーるプロジェクト」 

★一般コース（９割助成）★ 

★学生コース（各 10万円助成）★ 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応募していただいた皆さま、誠にありがとうございました。 

当センターのホームページでは随時、助成金情報を掲載しています。 

よろしければ参考にしてください。 

「なは市民活動支援センター 助成金情報」→ 

 

 
なは市民協議会 

 
OPD13 

 
石嶺坂道通り自治会 

 
真地団地自治会 

 
人も犬も猫も幸せ！な 

街つくり隊 OKINAWA 

 
おしゃべり MUSIC 

オフィス 

 
沖縄尚学高等学校 

地域研究部 

 
沖縄の杜 愛護会 

 
キラキラ新都心会 

 
MIRAIME 

 
沖縄操体法普及研究会 

 
キュリオス沖縄 

 
自然体験学校 

 
RYU×RYUフェスタ 

マーケティングチーム 

 
未来につなげるマチグヮーの 

文化的価値を考える会 

 
チームまちなか 

 
福祉とまちづくりを考える会 

 
公開審査会の様子 

 

 
ガールスカウト沖縄県連盟  

コンテンツフォーケア沖縄 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7月 4～５日の２日間、鏡原中学校の２年生５人が職場体験にやってきました！ 

センターの紹介から始まり、入居団体の訪問やバックヤードツアー、お隣の IT創造館訪問など

を行いました。そして最終日には、職場体験を通しての発表をお願いしました。 

 

・興味を持っていた IT創造館に入れてよかった 

・創業、起業をサポートする「相談窓口」があることを知った 

・市民活動も、市民活動をする団体も、私たちに深く関わっている！ 

・印象に残っていることの一つは、那覇市の自治会加入率の低さ 

・なは市民協働プラザは、地域の人と協力し、活動を通して「つなぐ」を果たしている場所 

 

といったコメントがあり、伝えたかったことが伝わっている嬉しさを感じました。この職場体

験が、皆さんの世界を広げる材料に少しでもなれたらいいなと願っています！ 

助成金情報 

 

   

 

鏡原中学校職場体験 

 

『平成 30年度 地域活性化助成事業（第 1部：後期）』 

募集期間：平成 30年 7月 19日（木）～8月 31日（金）※17時必着 

助成対象団体：①沖縄県内の広域市町村圏事務組合 ②地域づくり団体 

事業内容：県内の地域づくり団体等が行うワークショップ・フォーラム・セミナー等、地域の振

興及び活性化を目的に、地域づくりの担い手となる人材の育成及び地域づくりに関

する情報の活用を図るための事業を募集し、応募されたものの中から所定の審査を

経て選定された事業に対し助成を行う。 

助成率等：助成率 90％以内  助成限度額 30万円 

【提出先・問い合わせ先】 

沖縄県地域振興協会 担当：伊波   TEL:098-862-9390 FAX:098-862-9396 

 

 



 

 

 

市民活動のヒントに！今月の本 

 

 

 

 

 

今月は、これまでと毛色のちがった本を紹介します。 

市民活動そのものに関係する本ではなく、風が吹けば桶屋が儲かる」的な間接

的に市民活動の充実につながるのではないかと、かってに私が思う本の紹介です。

すみません。 

 著者は、人気漫画『ドラゴン桜２（講談社）』に情報提供を行う「ドラゴン桜

２ 東大生チーム『東龍門』」のプロジェクトリーダーでもあります。 

本を読むことで知識を増やすだけでなく、物事の隠れた本質の部分を明らかにする「読む力」、「地

頭力」を強くすることで、仕事にも役立てられるということで紹介します。 

本書では、一生使える「すごい読み方」として、①「読み込む力」を劇的に上げる「仮説読み」、

②「論理の流れ」がクリアに見える「取材読み」、③「一言で説明する力」を鍛える「整理読み」、④

「多面的なモノの見方」を身につける「検証読み」、⑤「ずっと覚えている」ことができる「議論読

み」が紹介されています。 

ただ読むのではなく、それは本当か？ なぜ、そう言えるのか？ 論拠が偏っていないか？など、

本と対話しながら読み進めることの大切さが書かれています。 

この本そのものについても、上記のように疑問をぶつけながら読むことの大切さを考えると、著者

も自ら、否定される道をあえて残しているということかもしれません。 

これは、オーストリア出身のイギリスの科学・哲学者カール・ポパーが常々言っていた「反証可能

性」を残しておくことで論理が輪っかにならないよう、閉じないようにしておくという極めて科学的

な論理の運用にも通じるものを感じましたが、はたして皆様はどのように感じますでしょうか。  

By 宮内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会議室の料金 

会議室①(84人)1300円/1時間 ★舞台アリ 

会議室②(36人)650円/1時間 

会議室③(45人)650円/1時間 

会議室④～⑦(12～18人)200円/1時間 

会議室⑧(24人) 250円/1時間 

研修室①(16人) 200円/1時間 ★和室 

研修室②(17人) 200円/1時間 

 サイズ 金額 

モノクロ A3 以内  1 枚 1 円 

カラー A3 以内   1 枚 4 円 

お問合わせ なは市民活動支援センター 

〒900-0004 那覇市銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザ２階 

TEL：098-861-5024 / FAX：098-861-5029 

メール：C-KATU005@city.naha.lg.jp 

■印刷料金■ ※印刷用紙はご持参ください。 
なは市民活動支援センター 検索 

※平成 29年 4月料金改定 

『 東大読書 －「読む力」と「地頭力」がいっきに身につく－ 』 

西岡壱誠  著    東洋経済新報社 刊 

  

 


